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湿度が 50%以下になると皮膚の乾燥が始まると言われています。手を洗った後に拭き残した水分は、蒸発

する時に皮膚の水分も奪い、あかぎれを作ってしまいます。 

子どもの場合、唇をなめたり、よだれで濡れることが原因で顔を荒らすことがあります。よだれをウェットテ

ィッシュなどで拭き取った後、水分をしっかり取り、保湿することで予防しましょう。 

入浴後、体を拭いた後には、5分以内に保湿剤を塗り、皮膚の乾燥を防ぎましょう。 

しもやけは、血行が悪くなった手足の先や耳が冷えることで起こります。温め、優しくマッサージをしてみま

しょう。ビタミン E（にら・かぼちゃ・ほうれん草など）には血行促進効果があるので、おすすめです。 

子どもの肌は、一見、みずみずしそうに見えますが、皮膚が薄く、皮膚表面の血液循環があまり良くないの

で、とても乾燥しやすく、大人よりも保湿が必要です。一年を通しての保湿を心がけましょう。 

＊乳幼児期に皮膚がカサカサしていると、空気中を浮遊する成分（食品のエキスなど）が、荒れた皮膚から入り込み(経皮感作
けいひかんさ

)、 

食物アレルギーを発症することがあると分かっています。経皮感作は、食品成分を胃腸から吸収するよりも、強いアレルギーになる

と言われています。食物アレルギーが、アトピー性皮膚炎→小児喘息→花粉症へと、年齢と共にアレルギーの形を変えて進んでいく

こと（アレルギーマーチ）もあります。アレルギーの予防には、2～3歳までのスキンケアがとても大切です。 

スキンケア 

11月 保健行事 

乳児身体測定 11/7・8 

幼児身体測定 11/9 

10月 感染症 

喘息性気管支炎 15名 

手足口病    17名 

ヘルパンギーナ  3名 

ヒトメタ     1名 

秋は薄着の服装で 
肌寒く感じる朝が増え、ついつい子ども

に厚着をさせたくなります。しかし、本格的

な寒さを迎える前のこの時期に薄着の習

慣を付けておけば、かぜを引きにくい体に

なります。外気を肌で直接感じることで自

律神経が整い、病気への抵抗力が高まるか

らです。 

“大人より１枚少なめ”を目安に、薄手の

衣服を重ねて着ましょう。 

時々、背中に触れて、汗をかいていない

か確認し、室温に合わせて脱ぎ着して、 

じょうずに体温調節を行いましょう。 

けいれんが起きたら…？ 

子どもがけいれんを起こしたら、まず衣服をゆるめ、 

嘔吐物を喉に詰まらせないように横向きに寝かせます。 

落ち着いて！けいれんの続いた時間を測り、けいれんの

様子を観察し、医師に伝えましょう。 

やってはダメ 

・抱っこして体を揺り動かす。 

・大声で名前を呼ぶ。 

・手足の動きをおさえつける。 

・舌をかまないようにと口の中

に布などをつめる。 

次のような時には、救急車を呼びましょう。 

・けいれんを起こすのが初めて。 

・頭を打った後にけいれんを起こした。 

・10分以上経過しても、けいれんが止まらない。 

・体の一部だけがけいれんしている。 

・けいれんが止まって、再度けいれんが起こった。 

・けいれんが治まっても、意識が戻らない。（眠っ

ているようではない。） 

・嘔吐や頭痛を伴うけいれん。 11月 保健指導予定 

10 月に予定していた保健指導を、 

誠に勝手ながら 11月に延期させていただきます。 

 

 

 

インフルエンザやノロウイルスなど、冬に多い感染症が流行る季節がやって来ました。 

手洗い・うがいを徹底し、規則正しい生活を送るように心がけ、感染症を予防しましょう。 


